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1. はじめに 

近年、アウトリーチの重要性は高まりつつ

ある。小惑星探査機「はやぶさ」等で国民的

関心が高まったのではないかと考えているが、

その科学的成果については Web での公開、書

籍等での発表という従来の形に留まり、なか

なか一般に伝わっていない。またアウトリー

チ自体がその後のミッションに繋がるような

形にはなっていない。 

しかし一方で、JAXA 内では産業との連携

などがシビアに求められる環境となってきて

おり、ミッションの成果が何の役に立つのか、

場合によっては、どういった分野にどの程度

の波及効果が見込めるのかを求められること

もあるようである。これは従来行われてきた

アウトリーチだけでは「リーチ出来ない」も

のを含んでいると考えられる。 

そこで現在、JAXA 内部で月の縦孔探査を

目指している「UZUME Project」チームが行

おうとしているアウトリーチの手法の素案を

紹介したい。 

 

2. 縦孔探査とアウトリーチの位置付け 

 2009 年、月周回探査衛星「かぐや」のデー

タから春山純一氏によって 3 か所に発見され

た、月の縦孔。最も大きいものは直径約 100m、

深さも 100m 程度とかなりの大きさがある

[1] [2]。これらの縦孔は火山活動によって形

成されたと考えられている。また火星にも同

様の縦孔が発見されている。 

 縦孔内部は昼夜を通しての温度変化が月面

と比較すると小さく、揮発性物質などが散逸

せずに残りやすい可能性が指摘されている。

また、宇宙からの放射線による被ばくからも

防御されているため、人類が月面で活動する

際に基地を建設する候補地としても有力であ

ると考えられている。もちろん月における形

成史を考える上でも、その火山学的な観点か

ら重要であることは言うまでもない。 

 これらを探査するためのチームが JAXAの

有 志 に よ っ て 結 成 さ れ 、 2013 年 春 に

「 UZUME (Unprecedented Zipangu 

Underworld of the Moon Exploration)  

Project」として活動を始めた。チーム内には

科学、技術、アウトリーチと 3 つのサブチー

ムがある。まだ WG としても認められていな

いチームではあるが、最初からアウトリーチ

に対応するチームを作り、更にはこれまでに

はない新たな手法を開発することもその目的

としている。JAXA 内での産業連携を模索す

る雰囲気に呼応するように、様々なジャンル

との連携を模索し、うまく成功した暁にはア

ウトリーチのテンプレートとすることを目指

している。 

今回はこれまでの研究会集録などを基に、

アウトリーチ・サブチームの活動方針として

考えている内容を報告する。 

 

3. アウトリーチに SOCIALの力を 

3.1 ターゲットを決める 

 今回、我々のチームではなるべく多くの

人々に研究の目的やその結果を知ってもらう

べく活動することを目的としている。その際

に重要視しているのは、まずはターゲットを

明確にすることであり、そのためにターゲッ

トをいくつかの層に分けることを考えている

[3]。 
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図 1 興味・関心度のピラミッド 

 

 図 1 は物事に対する興味関心度を縦軸に取

った際の大まかな人口構成を示している。特

に筆者のオリジナルというわけでもなく、元

ネタは 1998 年にさじアストロパークで開催

された年会の際に川口雅也氏が講演した内容

をアレンジしたものである。 

 これまで天文・宇宙に関する書籍や Web

を宇宙・天文・科学全般に関心のある一般人

（主に大阪市立科学館友の会会員）にヒアリ

ングした結果、彼らは②、③、⑥をターゲッ

トにしたものが多いと感じているようである。

例えば「星はどうして光っているのか？」と

いう問いに対して「自ら光っているか、太陽

の光を反射しているか」というレベルがあり、

その 1 段階上はいきなり核融合の話へと飛躍

してしまう。これから天文学を学ぼうとする

者にとっては、先に進むのにずいぶんと勇気

の必要な飛躍がそこにある。 

 我々はここに着目した。つまり④、⑤を埋

める方法が必要だと考えたのだ。とはいえ、

研究者や普及書の執筆者が全てを賄うのは難

しいのも事実である。そこで今回、対処方法

として SOCIALと CURATIONというキーワ

ードを持ち込むことで、このギャップをうめ

ることを考えた[4]。 

3.2 SOCIAL OUTREACH 

 まずは CURATION から説明する。世の中

には②や③に該当する人々がそれなりにいる。

しかもそういう人の中にはブログや SNS で

の発信を行っている人々が少なからずいる。

そこで彼らに情報や加工可能な素材等を積極

的に提供し、発信者の側に引き込もうという

考え方である。今回であれば、天文宇宙ファ

ン・マニア（宇宙・天文クラスタ）と呼ばれ

ている人たちである。 

 彼らのバックグラウンドは様々である。文

章をはじめとする表現方法はその人のバック

グラウンドが影響してくるため、例えば筆者

の Twitter 上のある知り合いなどは LEGO を

使いながら宇宙開発を語り、発信している。

彼のフォロワーには LEGO の愛好者が数多

くおり、LEGO で作られた様々なロケットや

探査機の写真を見ながら、それらがいつ打ち

上げられ、どのような成果を残したのかを知

ることが出来る。それが心に残るかどうかは 

別として、少なくとも触れることが可能にな

ったのである。 

つまり CURATION を行う人々は、彼らが

天文や宇宙に関連した職業についている必要

はない。むしろそれ以外の職についている

人々であれば、天文・宇宙以外の交友関係（⑤

や⑥）が中心であると期待されるわけだ。そ

こに対して発信を行ってもらえるわけである

から、天文や宇宙に興味がない人々への直接

アプローチが行われる可能性がより高まる。

これが 2つ目のキーワードである SOCIALで

ある。 

 「UZUME Project」の場合、「火山」「溶岩

チューブ」「ロボット」「長寿命バッテリー」

「インフレータブル構造体」など、様々なキ

ーワードが存在している。これらのキーワー

ドを縦横無尽に張り巡らし、様々なサイエン

ス、産業技術分野に情報を発信していくこと

を考えている。 

①～1 千：研究者・オタク 

②～1 万：ハイアマチュア・マニア 

③～10 万：アマチュア・積極的ファン 

④～100 万：関心層・潜在的ファン 

⑤～1 千万：関心層・イベント参加層 

⑥～1 億：無関心層 
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 実はこれにはもう一つの側面があり、こう

いう活動を行うことで興味を持ってくれた他

分野の人を、このプロジェクトに巻き込んで

いけるのではないか、ということも考えてい

る。つまり発信だけではなく、巻き込んでい

くことで携わる人間を増やそうというもので

ある。実際、興味を持ってくれた商業デザイ

ナーが参加してくれ、2013 年 10 月に、

UZUME Project のロゴを作成してもらうこ

とができた。 

 

 

図 2  UZUME Project ロゴ 

 

3.3 問題点とその対策 

 もちろん課題がないわけではない。SNS な

どの SOCIAL をうまく使うことで波及効果

を狙うと同時に CURATION を行ってもらえ

るメンバーをも集めることが出来ると考えて

いる。だがむしろ、彼らに提供する素材を用

意できるのかという点が、より大きな問題で

ある。特に著作権をどう扱うのかは、相当に

考えないといけない。 

 この際問題となるのは 1）著作権問題をど

う扱うのか、2）JAXA 広報部との関係をどの

ように整理するのか、の 2 点である。JAXA

の素材はデジタルアーカイブを通して公開さ

れているものが多く、これとは別系統の公開

手順を設けることはなかなかに難しい。 

しかし、下記のような方法で交渉を行って

いこうと、Project メンバー内で話をしてい

る。 

まずは著作権問題である。これは 4 つの公

開ランクを設けることでクリアしていきたい

と考えている。その 4 つとは、A）研究者に

のみ公開される情報・素材（原則として論文

化されるまで公開不可）、B）一般公開される

が、教育者などにのみ編集権が与えられる情

報・素材、C）教育者以外にも編集権が与え

られる素材と、もう一つ、D）Copyleft とす

る情報・素材である。 

A）～C）について、著作権は放棄されず、

JAXA のロゴなどが入る。D）はロゴも入ら

ず、編集も自由である。何に使ってもらって

もよい。 

使い方については A）、B）はこれまでの研

究データやデジタルアーカイブに準じる情

報・素材となる。そのため、JAXA への申請

が必要となる。一方、C）と D）は申請を必

要とせず、自由に使ってよいものとして規定

する。もちろん素材の出自についてどう扱う

かという問題はある。そこで、Wikipedia な

どでも使われている Creative Commons や、

同人誌などに適用される「同人マーク」を参

考に、二次創作、多次創作に対するルールを

整備しようと考えている。ものによってはプ

ログラムの世界で使われている BSD ライセ

ンスや GNU ライセンス、Apache ライセン

スなども参考にする予定である。 

ここで一つ重要なことがある。特に C）や

D）を利用して出来たコンテンツには、公開

と編集可能な権利を創作者に求めようという

ものだ。特に D）の素材を使って作られたコ

ンテンツについては、C）または D）の公開

ランクを付けて、プロジェクトが用意するサ

イト上で公開していただきたいと考えている。

これにより、創作されたものが、さらに次の

創作を生むという循環を作りだして行きたい
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と考えている。

その一環として、交渉を始めているところ

に Mozilla Japan、應義塾大学メディア・コ

ミュニケーション研究所がある。彼らは共同

で、一般人向けに Web 制作や動画編集のやり

方を知ってもらうワークショップを開催して

いる。しかし、自由に使える素材がなく、折

角作ってもらった動画データや Web ページ

を公開できないという問題点を抱えている。

そこで、本プロジェクトから実験的に素材

を提供できないかどうかを検討している。こ

のような形で 2 つ目の問題点であった JAXA

広報部との関係については、デジタルアーカ

イブを通じない情報提供の在り方を実験する

プロジェクトとして JAXA内部に申請しよう

と考えている。つまり広報部にとってはイレ

ギュラーな提供方法である C）と D）は、新

たな提供方法を模索する研究として位置付け

るわけである。

4. おわりに

まだ始まったばかりの取り組みではあるが、

アウトリーチ手法も含め、より多くの情報が

発信できるように活動を行っていく予定だ。

A）～D）の公開ランクを通じて、これから

出てくる検討中の探査機スペックなどの情報、

そして首尾よくプロジェクト化され、探査が

行われた暁に出てくるだろう数多くの情報・

素材を、研究者のみに提供される情報、一般

向けに出してよい情報などにランク分けをし

た上で公開できるよう、研究も兼ねて整備を

始めている。整備状況については、今後進展

があれば追加で報告したい。

 本会の会員も含め、多くの人々が縦孔探査

に関する情報に触れられるよう努力をする。

情報のランク付けなどについても、今後、本

誌面などでもさらなる議論が出来れば幸いで

ある。
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